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緒 言  

 近 年 画 像 診 断 技 術 の 向 上 に よ り 限 局 性 腎

細 胞 癌 の 検 出 さ れ る 機 会 が 増 加 し て い る が 、

そ の 中 で 両 側 発 生 腎 細 胞 癌 の 占 め る 割 合 は

1 . 4 - 5 ％ と 高 く な く 、さ ら に 両 側 で 組 織 型 が 異

な る 腎 癌 と な る と 非 常 に 稀 な 病 態 で あ る 。 今

回 我 々 は 両 側 非 同 時 発 生 腎 細 胞 癌 お よ び 両 側

お よ び 同 側 で 組 織 型 が 異 な っ て い た 同 時 性 腎

細 胞 癌 各 1 例 を 経 験 し た の で 若 干 の 文 献 的 考

察 を 加 え 報 告 す る 。  

症 例 1  

患 者 ： 5 3 歳 、 男 性  

主 訴 ： な し ( 偶 然 発 見 )  

既 往 歴 ： 虫 垂 切 除 術 ( 4 8 歳 時 ) 。  

家 族 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  

現 病 歴 ： 1 9 9 2 年 6 月 他 院 に て 根 治 的 左 腎 摘

除 術 施 行 。 病 理 学 的 に は c l e a r  c e l l  

c a r c i n o m a , G 1 , I N F α , p T 2 で あ っ た 。 術 後 経

過 観 察 中 C T に て 右 腎 腫 瘍 を 指 摘 さ れ 、 治 療

目 的 に 1 9 9 5 年 8 月 2 3 日 当 科 に 入 院 し た 。  



 入 院 時 現 症 ： 明 ら か な 異 常 を 認 め ず 。  

血 液 ・ 尿 検 査 ： 末 梢 血 、 生 化 学 検 査 と も 異

常 を 認 め な か っ た 。 尿 検 査 、 尿 細 胞 診 に 異 常

を 認 め な か っ た 。  

画 像 検 査 ： 腹 部 C T ( 図 1 ) に て 右 腎 上 極 に

2 . 5 c m 大 の 造 影 効 果 の 強 い 腫 瘤 性 病 変 を 認 め

た 。  

 治 療 ： 以 上 の 諸 検 査 よ り 、 左 腎 摘 後 右 腎 に

発 生 し た 非 同 時 性 腎 細 胞 癌 と 診 断 し た 。 1 9 9 5

年 6 月 3 0 日 右 腎 部 分 切 除 術 を 施 行 し た 。  

病 理 診 断 ： c l e a r  c e l l  c a r c i n o m a , G 1 ＞

G 2 , I N F α , p T 1 a と 、 左 側 と 同 一 組 織 型 で あ っ

た 。  

 手 術 後 経 過 ： 経 過 観 察 中 6 5 ヵ 月 後 局 所 再

発 し ( 図 2 ) 、 2 0 0 1 年 2 月 9 日 再 度 右 腎 部 分 切

除 術 を 施 行 し た 。 術 後 血 清 ク レ ア チ ニ ン 値 は

一 時 4 . 8 1 n g / d l ま で 上 昇 し た が そ の 後 回 復 し

血 液 透 析 は 要 さ な か っ た 。  

再 手 術 後 5 0 ヶ 月 経 過 し た 現 在 、 腫 瘍 再 発 無

く 経 過 し て い る 。  



 

症 例 2  

患 者 ： 6 4 歳 、 男 性  

主 訴 ： な し ( 偶 然 発 見 )  

既 往 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  

家 族 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  

現 病 歴 ： 1 9 9 8 年 1 0 月 左 脛 骨 遠 位 端 骨 折 で

他 院 入 院 中 、 腹 部 C T に て 両 腎 腫 瘍 指 摘 。 治

療 の た め 1 9 9 8 年 1 1 月 2 0 日 当 科 入 院 と な っ

た 。  

 入 院 時 現 症 ： 明 ら か な 異 常 を 認 め ず 。  

血 液 ・ 尿 検 査 ： 末 梢 血 、 生 化 学 検 査 と も 異

常 を 認 め な か っ た 。 尿 検 査 、 尿 細 胞 診 に 異 常

を 認 め な か っ た 。  

画 像 検 査 ： 腹 部 C T ( 図 3 a 、b ) に て 左 右 に 4 c m

大 の 造 影 効 果 を 有 す る 腫 瘤 性 病 変 を 認 め た 。

左 腎 の 病 変 に 比 べ 右 腎 の も の は 造 影 効 果 が 弱

か っ た 。  

 治 療 ： 以 上 の 諸 検 査 よ り 、 両 側 同 時 性 腎 細

胞 癌 と 診 断 し た 。 手 術 は ニ 期 的 に 行 う 方 が 安



全 性 が 高 い と 考 え 、 ま ず 1 9 9 8 年 1 2 月 1 4 日

左 腎 部 分 切 除 術 を 施 行 し た 。 術 後 の 腎 機 能 に

変 動 は な く 、 引 き 続 き 1 9 9 9 年 1 月 2 7 日 右 腎

部 分 切 除 術 を 施 行 し た 。  

病 理 診 断 ： 左 腎 は c l e a r  c e l l  

c a r c i n o m a , G 1 » G 2 , I N F α , p T 1 a ( 図 4 a ) ,  右 腎

は p a p i l l a r y  r e n a l  c e l l  c a r c i n o m a , G 1 , I N F

α , p T 1 b ( 図 4 b ) と 、 左 右 で 組 織 型 が 異 な っ て

い た 。  

 手 術 後 経 過 ： 右 腎 手 術 後 第 2 病 日 に 血 清 ク

レ ア チ ニ ン 値 は 2 . 6 m g / d l ま で 上 昇 し た が 、次

第 に 下 行 し 血 液 透 析 を 必 要 と す る こ と な く 経

過 し た 。 術 後 7 8 ヶ 月 経 過 し た 現 在 、 腫 瘍 再

発 無 く 経 過 し て い る 。  

 

症 例 3  

患 者 ： 7 1 歳 、 男 性  

主 訴 ： な し ( 偶 然 発 見 )  

既 往 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  

家 族 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  



現 病 歴 ： 2 0 0 5 年 4 月 急 性 気 管 支 炎 で 他 院 入

院 中 、 腹 部 C T に て 両 腎 腫 瘍 指 摘 。 治 療 の た

め 2 0 0 5 年 7 月 6 日 当 科 入 院 と な っ た 。  

 入 院 時 現 症 ： 明 ら か な 異 常 を 認 め ず 。  

血 液 ・ 尿 検 査 ・ 呼 吸 機 能 検 査 ： 末 梢 血 、 生

化 学 検 査 と も 異 常 を 認 め な か っ た 。 尿 検 査 、

尿 細 胞 診 に 異 常 を 認 め な か っ た 。 一 秒 率 3 0 ％

と s e v e r e な 閉 塞 性 換 気 障 害 を 認 め た ( 肺 気

腫 ) 。  

画 像 検 査 ： 腹 部 C T ( 図 5 ) に て 左 腎 に 2 個 、

右 腎 に 5 個 の 多 発 性 病 変 を 認 め た 。  

 治 療 ： 両 側 同 時 性 腎 細 胞 癌 と 診 断 し 、 ま ず

2 0 0 5 年 7 月 2 0 日 左 腎 部 分 切 除 術 を 施 行 し た 。

術 後 の 腎 機 能 に 大 き な 変 動 は な く 、 引 き 続 き

2 0 0 5 年 9 月 7 日 右 腎 部 分 切 除 術 を 施 行 し た 。 

病 理 診 断 ： 左 腎 は 上 極 が c l e a r  c e l l  

c a r c i n o m a , G 1 » G 2 , I N F α , p T 1 b ( 図 6 a ) , 下 極 が

c h r o m o p h o b e  c e l l  c a r c i n o m a , G 1 , I N F

α , p T 1 a ( 図 6 b ) と 同 側 で 異 な る 組 織 型 で あ っ

た 。 右 腎 は 上 極 側 の ３ 箇 所 は 何 れ も



c h r o m o p h o b e  c e l l  c a r c i n o m a , G 1 » G 2 , I N F

α , p T 1 b ( 図 7 a ) で あ り 、 中 極 の 腫 瘍 は

p a p i l l a r y  r e n a l  c e l l  c a r c i n o m a , G 1 , I N F

α , p T 1 a ( 図 7 b ) 、 下 極 の 腫 瘍 は c l e a r  c e l l  

c a r c i n o m a , G 1 » G 2 , I N F α , p T 1 b ( 図 7 c ) と 同 側

に 3 種 類 の 異 な る 組 織 型 を 有 し て い た 。  

 手 術 後 経 過 ： 経 過 良 好 で 術 後 １ ヶ 月 経 過 し

た 現 在 、 腫 瘍 再 発 無 く 経 過 し て い る 。  

 

考 察             

 両 側 腎 細 胞 癌 が 腎 細 胞 癌 全 体 に 占 め る 割

合 は 1 . 4 - 5 ％ と 高 く な く 、 比 較 的 稀 な 病 態 で

あ る 。 1 9 6 3 年 に 中 川 ら 1 ) が 報 告 し た 例 を 嚆 矢

と し 、 そ の 後 中 川 2 ) 、 原 3 ) 、 岩 村 4 ) 、 川 村 5 ) 、

岩 佐 6 ) 、 亀 田 7 ) 、 濱 嵜 8 ) ら に よ り 集 計 さ れ て

い る 。 我 々 が 調 べ え た 限 り v o n  

H i p p e l - L i n d a w 病 、 a c q u i r e d  c y s t i c  k i d n e y  

d i s e a s e ( A C D K ) に 伴 う も の を 除 く と 現 在 ま で

自 験 例 を 含 め 1 1 0 例 の 報 告 が あ る ( 表 1 ) 。 そ

れ ら の 報 告 例 は C T 、超 音 波 検 査 の 普 及 に 伴 い



1 9 8 0 年 以 降 に 多 く 認 め ら れ る 。 両 側 腎 細 胞 癌

は 両 側 と も 原 発 な の か 、 一 側 は 他 側 か ら の 転

移 な の か が 問 題 と な る と こ ろ で あ る が 、

H y m a n ら 9 ) は 両 側 原 発 腎 細 胞 癌 の 条 件 と し

て 1 ) 腫 瘍 は 同 時 に 発 見 さ れ る こ と 、 2 ) 腫 瘍 は

そ れ ぞ れ 単 発 で あ る こ と ( 多 発 性 は 転 移 の 可

能 性 あ り ）、3 ) 腫 瘍 は 少 な く と も 一 部 は 被 膜 化

さ れ て い る こ と 、 4 ) そ れ ぞ れ の 基 本 組 織 型 が

違 う こ と の 4 点 を 挙 げ て お り 、 種 々 の 論 文 で

引 用 さ れ て い る 。 症 例 2 で は 上 記 4 点 を す べ

て 満 た し て い た が 、 腎 癌 の 転 移 部 位 は 肺 、 リ

ン パ 節 、 骨 、 肝 、 副 腎 、 対 側 腎 の 順 に 多 い 事

は 広 く 知 ら れ た 事 実 で あ り 、 対 側 腎 へ の 転 移

の 頻 度 が 低 い こ と か ら 両 腎 が 同 一 組 織 型 で も 、

対 側 か ら の 転 移 よ り 両 側 原 発 腎 癌 の 割 合 が 高

い と 考 え ら れ る 。 ま た K u m e 1 0 ) や K i t o 1 1 ) ら は

同 一 組 織 型 で も 異 な る 遺 伝 子 変 異 を 示 す 症 例

が あ る こ と を 指 摘 し て お り 、 H y m a n ら の 定 義

の 4 ) を 除 く 1 ) 、 2 ) 、 3 ) を 満 た す 大 部 分 の 同 一

組 織 型 か ら な る 両 側 同 時 性 腎 細 胞 癌 は 両 腎 原



発 の 腫 瘍 で あ る と い え 、 必 ず し も 両 側 腎 癌 の

病 態 は 明 ら か に な っ て い な い 。  

両 側 で 組 織 型 が 異 な る 症 例 は 自 験 例 の 症 例 2 、

症 例 3 を 含 め 1 5 例 認 め た 。 腎 癌 取 り 扱 い 規

約 は 1 9 8 3 年 1 2 月 に 第 1 版 1 2 ) が 上 梓 さ れ 、

そ の 後 第 3 版 ま で 改 定 発 行 さ れ て い る 。 取 り

扱 い 規 約 が 発 行 さ れ る 以 前 は 組 織 型 が c l e a r  

c e l l と d a r k  c e l l の 組 み 合 わ せ が 散 見 さ れ 、

c l e a r  c e l l と t r a n s i t i o n a l  c e l l の 組 み 合 わ せ

の 報 告 例 も あ る が 、 両 側 腎 癌 な の か 疑 問 が 残

る と こ ろ で あ る 。 G r a n u l a r  c e l l 、 c l e a r  c e l l

と い う 組 み 合 わ せ の 報 告 例 も あ る が 、 U I C C

ワ ー ク シ ョ ッ プ 腎 細 胞 癌 分 類 1 3 ) で は

g r a n u l a r  c e l l を 分 類 と し て 残 す 必 要 が な い

と し 、 こ の 名 称 を 用 い な い よ う 薦 め て い る 。

大 部 分 の g r a n u l a r  c e l l は c l e a r  c e l l に 分 類

さ れ る と 考 え ら れ 、 g r a n u l a r  c e l l と c l e a r  

c e l l の 組 み 合 わ せ で 両 側 の 組 織 型 が 異 な る と

い え る か ど う か 疑 問 が 残 る と こ ろ で あ る 。 そ

の た め 明 ら か に 両 側 の 組 織 型 が 異 な る と 思 わ



れ る 症 例 は p a p i l l a r y  c e l l と c l e a r  c e l l の 組

み 合 わ せ と g r a n u l a r  c e l l と c h r o m o p h o b e  

c e l l の 組 み 合 わ せ と 左 腎 に c l e a r  c e l l と  

c h r o m o p h o b e  c e l l 右 腎 に c l e a r  c e l l と  

c h r o m o p h o b e  c e l l と p a p i l l a r y  c e l l と 両 腎 で

さ ま ざ ま な 組 織 型 を 示 し た 症 例 の わ ず か 4 例

だ け と な り 非 常 に 稀 な 病 態 と い え よ う 。  

両 側 腎 細 胞 癌 に 対 す る 治 療 法 の 選 択 も 議 論 の

あ る と こ ろ で あ る 。 1 9 9 0 年 以 前 は 根 治 性 の 点

か ら 両 側 腎 摘 除 が 選 択 さ れ る こ と が 多 か っ た

が 、 術 後 血 液 透 析 は 必 須 で 、 心 不 全 、 血 圧 変

動 な ど か ら 長 期 予 後 は 必 ず し も 良 く な い 。

1 9 9 0 年 以 降 は 積 極 的 に 腎 部 分 切 除 術 が 行 わ

れ る よ う に な り 報 告 が 散 見 さ れ 、 自 家 腎 移 植

1 4 ) 、 腎 動 脈 塞 栓 術 と 腎 摘 除 術 を 併 用 し た 報 告

例 も あ る 。 症 例 1 で は 対 側 腎 摘 後 の 単 腎 症 例

に 発 生 し た 腫 瘍 を 部 分 切 除 し そ の 局 所 再 発 時

に も 再 度 部 分 切 除 術 を 行 い 腎 機 能 保 持 、 長 期

生 存 が 得 ら れ て い る 。  

結 語  



両 側 腎 細 胞 癌 の 3 例 を 報 告 し た 。  

本 論 文 の 要 旨 は 第 3 6 5 回 日 本 泌 尿 器 科 学 会 北

海 道 地 方 会 ( 札 幌 市 、 2 0 0 5 年 ) に お い て 発 表 し

た  
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                英文要旨 

Three cases of bilateral renal cell carcinoma are reported. Case 1: A 53-year-old man, 

who underwent left radical nephrectomy with a histological diagnosis of clear cell 

carcinoma in 1992 at another hospital, first visited our hospital on August 23, 1995. 

Abdominal CT-scan revealed a hypervascular mass with a diameter of 2.5 cm in the 

upper pole of the right kidney, and partial nephrectomy of the right kidney was 

performed on October 4, 1995. Subsequently, local recurrence occurred 65 months later 

and partial nephrectomy was repeated. Case 2: A 64-year-old man undergoing 

treatment of a left proximal tibia fracture was admitted from another hospital on 

November 20, 1998 after abdominal CT-scan revealed bilateral renal tumors with 

different vascularity. The tumor on the left side was more hypervascular than that on 

the right side. Left partial nephrectomy was followed by right partial nephrectomy in a 

two-stage operation with a one-month interval. Histological diagnosis was 

asymmetrical: clear cell carcinoma on the left and papillary renal cell carcinoma on the 

right. Case 3: A 71-year-old man undergoing treatment for bronchitis was admitted 

from another hospital on July 6, 2005 after abdominal CT-scan revealed bilateral 

multiple renal tumors. Left partial nephrectomy was followed by right partial 

nephrectomy. Multiple histology was found on both sides: clear cell carcinoma and 

chromophobe cell carcinoma on the left and clear cell carcinoma, chromophobe cell 

carcinoma and papillary renal cell carcinoma on the right. All three patients have been 



doing well without any evidence of recurrence or metastasis. A review of the literature 

suggests that our patients are the 108, 109, and 110th reported cases, respectively, of 

bilateral renal cell carcinoma in Japan since 1963, and the 3rd and 4th cases, 

respectively, with asymmetrical histology. 



図の説明 

   Figure1：Abdominal CT-scan revealed a hypervascular mass in the upper pole of 

the right kidney 2.5cm in diameter. 

   Figure2：Abdominal CT scan revealed a local recurrence of the right kidney . 

   Figure3a, b：Abdominal CT scan revealed bilateral renal tumor, left side was 

enhanced so mach in the early phase but right side was not so mach enhanced. 

Figure4：Microscopic findings revealed a histopathological diagnosis of renal cell 

carcinomas in both kidneys, which had different subtypes.  a. left renal tumor was 

clear cell carcinoma( × 200).  b. right renal tumor was papillary renal cell 

carcinoma(×200). 

    Figure5：Abdominal CT scan revealed bilateral multiple renal tumor. 

Figure6：Microscopic findings revealed different histopathological diagnosis of 

left kidney.  a. upper tumor was clear cell carcinoma(×200).  b. lower tumor was 

chromophobe cell carcinoma(×200). 

Figure7：Microscopic findings revealed multiple histopathological diagnosis of 

right kidney.  a. upper tumor was chromophobe cell carcinoma (×200).  b. median 

tumor was papillary renal cell carcinoma(×200).  c. lower tumor was clear cell 

carcinoma(×200). 
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図 3 a, b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4a, b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6a, b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7a, b, c 
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図3a 図3b
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図6a 図6b
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右 左
1 中川（1963） 56 男 肉眼的血尿 非同時性(右腎摘除後9年7ヶ月) clear cell clear cell 左腎生検、X線照射 不明
2 大堀（1963） 49 男 肉眼的血尿 同時性 腎癌 腎癌 右腎摘除60Co照射 死亡、尿毒症
3 本間（1973) 56 男 肉眼的血尿 非同時性(右腎摘除後1年10ヶ月) clear cell dark cell provera 死亡、2ヵ月後腎外転移
4 和志田(1976) 44 男 肉眼的血尿 同時性 未分化型腎癌 未分化型腎癌 両腎摘除血液透析 生存9ヶ月
5 牛山(1978) 65 男 右大腿部痛と跛行 同時性 dark cell clear cell 右腎摘除左部分切除術 生存32ヶ月
6 平林（1979） 57 女 血尿 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 両腎摘除血液透析 生存2ヶ月
7 高橋（1979） 50 男 肉眼的血尿 非同時性(左腎摘後3年) 腎腺癌 腎腺癌 右腎部分切除術 生存26ヶ月
8 有馬(1979) 58 女 右側腹部痛、血尿 同時性 施行せず 腎癌 左腎部分切除術 死亡、2日後頸椎転移
9 平川(1980) 53 男 腹部腫瘤 非同時性(左腎試験開腹後4年9ヶ月clear cell clear cell 抗癌剤 死亡、5ヵ月後腎外転移

10 早原(1980) 50 男 肉眼的血尿 同時性 clear cell dark cell 左腎摘除右腎部分切除術 生存16ヶ月
11 藤澤(1981) 47 男 不明 非同時性(右腎摘除後3年) 腎癌 腎癌 左腎部分切除→左腎摘除血液透析 生存40ヶ月
12 藤澤(1981) 64 男 不明 同時性 腎癌 腎癌 右腎摘除左部分切除術 生存14ヶ月
13 川口（1982) 60 男 肉眼的血尿 同時性 dark cell clear cell 両腎摘除血液透析 死亡、2ヵ月後心不全
14 中川(1982) 65 男 肉眼的血尿 非同時性(右腎摘除後3年6ヶ月) clear cell clear cell 左腎摘除血液透析 生存12ヶ月
15 安藤(1982) 58 女 顕微鏡的血尿 同時性 腎癌 腎癌 両腎摘除血液透析 生存9ヶ月
16 竹内(1982) 42 男 肉眼的血尿 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 両腎摘除血液透析 生存3ヶ月
17 植田(1982) 40 男 腹部腫瘤 同時性 不明 clear cell 左腎摘除右MMC動注 生存7年
18 植田(1982) 41 男 嘔気、嘔吐 同時性 不明 不明 左腎塞栓術 生存1ヶ月
19 植田(1982) 63 男 肉眼的血尿 同時性 不明 clear cell 左腎摘除 生存1ヶ月
20 布施(1982) 59 男 血尿 非同時性(3年) clear cell 移行上皮癌 右腎摘 不明
21 田端(1983) 54 男 無症候性肉眼的血尿 非同時性(左腎摘後4年8ヶ月) clear cell clear cell 左腎摘除右腎部分切除術 生存
22 土井(1983) 51 女 右側腹部腫瘤、肉眼的血尿 同時性 granular cell granular cell 右腎摘左部分切除術 生存2年6ヶ月
23 佐竹（1983) 53 女 肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 両腎摘除血液透析 生存9ヶ月
24 鈴木（1983) 57 男 無症候性血尿 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存4ヶ月
25 渡辺（1984) 64 男 発熱 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存3ヶ月
26 伊藤(1984) 64 女 肉眼的血尿 非同時性(左腎摘後1年8ヶ月) clear cell clear cell 両腎摘除血液透析 生存3ヶ月
27 藤本(1984) 53 男 肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 左腎摘除右腎部分切除術 生存14ヶ月
28 松山(1984) 58 男 不明 同時性 clear cell clear cell 左腎摘除右腎部分切除術 生存10ヶ月
29 本田(1984) 54 男 左側背部疝痛 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 左腎摘除右部分切除術 生存5ヶ月
30 小林(1984) 71 男 右腹部腫瘤、体重減少 非同時性(左腎摘後23年4ヶ月) mixed clear cell 右腎摘除血液透析 死亡2ヶ月
31 松浦(1984） 66 男 顕微鏡的血尿 同時性 腎癌 腎癌 左腎摘右腎腫瘍核出自家腎移植 不明
32 山本(1984) 76 男 肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 姑息的治療(剖検にて発見) 死亡3ヶ月
33 原(1985) 69 男 肉眼的血尿 同時性 granular cell clear cell 左腎部分切除術右腎摘除 生存4年
34 岩村(1985) 54 男 左側腹部痛 同時性 clear cell clear cell 左腎摘除右腎部分切除術 生存1年10ヶ月
35 岩村(1985) 48 男 肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 両腎摘除血液透析 生存14ヶ月
36 藤沢(1985) 52 男 肉眼的血尿 非同時性(左腎摘後4年1ヶ月) clear cell clear cell 左腎摘出術右核出 生存
37 伊東(1985) 51 男 肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 右腎摘出術左核出 生存10ヶ月
38 力石(1985) 40 男 上腹部鈍痛 同時性 clear cell clear cell 両側部分切除術 生存6ヶ月
39 青柳(1985) 61 女 血尿、左側腹部痛 同時性 腎腺癌 腎腺癌 左腎摘右核出(体外) 不明
40 岩村(1985) 55 男 左下腹部痛 非同時性(左腎摘後5年) 不明 clear cell 左腎摘 不明
41 沼里(1986) 64 女 腹痛、下痢 同時性 granular cell mixed 両側部分切除術 生存3年
42 田中(1986) 58 男 偶然発見 同時性 granular cell granular cell 右腎摘左核出 不明
43 田中(1986) 38 男 心窩部痛 非同時性(5年11ヶ月) granular cell clear cell 右腎摘左部分切除術 不明
44 森(1986) 不明不明 不明 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 姑息的治療
45 森(1986) 不明不明 不明 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 姑息的治療
46 森(1986) 不明不明 不明 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 両側腫瘍核出術
47 森(1986) 不明不明 不明 非同時性(右腎摘後5年) 腎細胞癌 腎細胞癌 右腎摘出術左腎部分切除術

48 川村(1987) 56 男 無症候性血尿 同時性 不明 不明 左腎動脈塞栓術+IFN 死亡35ヶ月
49 川村(1987) 59 女 顕微鏡的血尿 同時性 mixed clear cell 右腎摘左腎部分切除 生存9ヶ月
50 安永(1987) 82 男 肉眼的血尿、右側腹部痛 同時性 clear cell clear cell 右腎摘出術左腎部分切除術
51 岩元(1987) 53 男 不明 非同時性(右腎摘後8ヶ月) 腎細胞癌 腎細胞癌 右腎摘出術左腫瘍核出術 死亡11ヶ月
52 岩元(1987) 60 男 不明 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 姑息的治療 死亡8ヶ月
53 岩元(1987) 54 男 不明 非同時性(左腎摘後55ヶ月) 腎細胞癌 腎細胞癌 右腫瘍核出左腎摘 生存42ヶ月

表1.両側腎細胞癌の一覧表
組織型

症例 報告者 年齢 性別 主訴 発生時期 治療法 予後

症例44-47の内訳男3例女1例、年齢58-70歳



54 市木(1986) 67 女 肉眼的血尿 同時性 腎細胞癌 腎細胞癌 右腎摘出術左腎部分切除自家腎移植不明
55 岩佐(1987) 72 男 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 両側腎部分切除術 生存18ヶ月
56 雨宮(1987) 57 男 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 右腎摘左腎部分切除術 生存7ヶ月
57 影山(1987) 56 男 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 右腎腫瘍核出左腎摘 生存1年6ヶ月
58 寺田(1988) 58 男 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 両腎腫瘍核出 生存21ヶ月
59 藤岡(1990） 58 男 不明 同時性 mixed mixed 両腎部分切除術 死亡75日後、心不全
60 藤岡(1990） 60 男 不明 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 死亡70日後、肺水腫
61 藤岡(1990） 69 男 不明 同時性 clear cell clear cell 両腎部分切除術 死亡2年3ヶ月後、癌死
62 藤岡(1990） 57 男 不明 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存7年2ヶ月
63 藤岡(1990） 56 男 不明 同時性 clear cell clear cell 右腎摘左腎部分切除術 生存3年6ヶ月
64 藤岡(1990） 62 男 不明 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存1年5ヶ月
65 亀田(1992) 61 男 肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存
66 谷村(1993） 50 男 偶然発見 同時性 clear cell granular cell 右腎部分切除術左腎摘 生存
67 福森(1993） 66 女 無症候性肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 右腎摘左腫瘍核出 生存12ヶ月
68 伊藤(1994) 55 男 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 右腎摘左腎部分切除術 不明
69 濱嵜(1994) 59 男 無症候性肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 右腎摘左腎核出 生存
70 増田(1994） 63 男 右腎部痛、発熱、全身倦怠感同時性 mixed mixed 右腎摘左腎腫瘍核出 生存5年1ヶ月
71 増田(1994） 62 男 腹部膨満感 同時性 clear cell clear cell 両腎部分切除術 生存10ヶ月
72 内山(1996) 68 男 左背部痛、肉眼的血尿 同時性 clear cell clear cell 右腎腫瘍核出左腎摘 生存9ヶ月
73 松岡(1997） 77 男 右下腹部痛 非同時性(右腎摘後4ヶ月) chromophobe granular cell 右腎摘左腎部分切除術 死亡、3年後膵癌
74 中沢(1998） 56 男 不明 同時性 不明 不明 右腎摘左腎部分切除術 不明
75 中沢(1998） 65 男 不明 同時性 不明 不明 左腎摘右腎部分切除術 不明
76 中沢(1998） 50 男 不明 同時性 不明 不明 右腎摘左腎部分切除術 不明
77 中沢(1998） 57 女 不明 同時性 不明 不明 両腎部分切除術 不明
78 浅川(1999） 74 男 右側腹部痛 同時性 papillary clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存1年3ヶ月
79 望月(1999） 70 女 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 右腎摘左腎部分切除術 生存1年4ヶ月
80 新井(1999） 75 男 右側腹部痛 非同時性(左腎摘後35年) granular cell clear cell 左腎摘右腎部分切除術 生存13ヶ月
81 中逵(1999） 68 男 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 両腎部分切除術 死亡43ヶ月後、肺炎
82 中逵(1999） 53 女 顕微鏡的血尿 同時性 granular cell>clear cell clear cell 右腎摘左腎部分切除術 生存48ヶ月
83 中逵(1999） 48 男 腹部膨満感 同時性 mixed clear cell 右腎摘左腎部分切除術 生存23ヶ月
84 井原(1999) 54 男 偶然発見 同時性 なし clear cell 左腎摘右塞栓術 生存18ヶ月
85 井原(1999) 62 男 偶然発見 非同時性(左腎摘後7年) なし 不明 左腎摘右塞栓術 生存1年6ヶ月
86 竹本(2001) 66 男 左側腹部痛 同時性 granular cell granular cell 両腎部分切除術 生存9ヶ月
87 渡辺（2002) 66 女 偶然発見 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存1ヶ月
88 光畑(2004) 57 男 不明 同時性 不明 不明 両腎部分切除術 生存28ヶ月
89 光畑(2004) 63 男 不明 同時性 不明 不明 右腎摘左腎部分切除術 生存26ヶ月
90 光畑(2004) 66 男 不明 同時性 不明 不明 両腎部分切除術 生存24ヶ月
91 光畑(2004) 48 女 不明 同時性 granular cell granular cell>clear cell両腎摘出同時生体腎移植 生存4年
92 廣野(2004） 72 女 偶然発見 非同時性(左腎摘後9ヶ月) clear cell clear cell 両腎部分切除術 生存
93 内野(2004) 69 男 不明 同時性 clear cell clear cell 左腎摘右腎部分切除術 生存87ヶ月
94 内野(2004) 54 男 不明 同時性 clear cell clear cell 両腎部分切除術 生存25ヶ月
95 内野(2004) 49 男 不明 非同時性(右腎摘後94ヶ月) clear cell granular cell 右腎摘左腎部分切除術 生存120ヶ月
96 内野(2004) 72 男 不明 同時性 spindle cell clear cell 右腎摘左腎部分切除術 死亡76ヶ月、癌死
97 内野(2004) 43 男 不明 同時性 clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存11ヶ月
98 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(左右で異なる) 不明 不明
99 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(左右で異なる) 不明 不明

100 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
101 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
102 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
103 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
104 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
105 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
106 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明
107 佐澤(2005) 不明不明 不明 同時性 不明 不明(両側同一) 不明 不明

108 自験例(2005) 53 男 偶然発見 非同時性(左腎摘後3年2ヶ月) clear cell clear cell 右腎部分切除術左腎摘 生存50ヶ月
109 自験例(2005) 64 男 偶然発見 同時性 papillary cell clear cell 両腎部分切除術 生存6年6ヶ月

*症例98～107は各症例の詳細な記載なし　内訳：男7人、女1人、年齢51～71歳(中央値64歳)、主訴は血尿2例、疼痛1例、偶然発見7例、8例で同一組織型、2例で左右異なる組織型、癌なし生存7例、癌有
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